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日
本

共
産

党
・
金

子
卓

議
員

の
一

般
質

問
は

１
２

月
１

６
日

（
金

）
の
４

番
目

（
午

後
）
で
す

今
議
会
は
１
０
人
が
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
（
１
５
日
５
人
、
１
６
日
５
人
）
。

■
日
本
共

産
党
の
堀
江

鶴
治
議

員
は
同
じ
く
１

６
日

（
金

）
の
５

番
目
で
す

放
射
能
汚
染
か
ら
住
民
や
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
組
み
（
き
め
細
や
か
な
測
定
、
職
員
が
訪

問
し
て
の
測
定
、
学
校
給
食
食
材
の
検
査
、
専
門
部
署
の
設
置
な
ど
）
に
つ
い
て
の
質
問
は
、

堀
江
議
員
が
分
担
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

�金金金金子子子子 卓卓卓卓 議議議議員員員員のののの一一一一般般般般質質質質問問問問項項項項目目目目

１、震災被災者支援について

（１）被災住宅の修繕費助成

①住宅リフォーム資金補助制度の状況

②社会資本整備総合交付金の活用

③住宅リフォーム資金補助制度の対象の拡大

（２）確定申告時の「雑損控除」

①太田税務署の申告相談会の結果

②「雑損控除」の周知徹底と相談業務の実施

（３）震災（特に原発災害）対策と総合計画後期基本計画

２、介護保険と国民健康保険について

（１） 第５期介護保険事業計画

①介護保険料 ②介護予防・日常生活支援総合事業

（２） 国民健康保険税率

①来年度の国民健康保険税率

３、福祉タクシー事業について

（１） 規則の解釈と利用範囲運用の問題

４、久慈川の築堤について

５、「道の駅」構想について

市
民
の
み
な
さ
ん
が
身
近
な
場

所
の
放
射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
市
所
有
の
放
射

線
測
定
器
を
無
料
で
貸
し
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

９
月
議
会
で
の
日
本
共
産
党
の

堀
江
議
員
の
一
般
質
問
で
の
要
求
、

ま
た
、
金
子
・
堀
江
両
議
員
の
市

長
へ
の
要
請
（
８
月
と
１
１
月
の

２
回
）
が
実
現
し
ま
し
た
。

放
射
線
測
定
器
の
貸
出
し
時
間

は
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
前
日

ま
で
に
、
市
役
所
市
民
課
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
ま
で
借
り
に
行
け
な
い

人
に
職
員
の
訪
問
測
定
を
実
施
し

て
欲
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
今

度
の
議

会
で
取

り
あ
げ
ま
す
）

同
じ
く
、
市
内
で
と
れ
た
米
や

野
菜
・
果
実
な
ど
の
農
産
物
、
魚

類
、
土
壌
な
ど
の
放
射
性
物
質
検

査
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
宮
地
域
の
検
査
日
は
毎
週
木

曜
日
で
す
。
前
日
の
正
午
ま
で
に

市
役
所
農
林
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
先
着
順
で
す
。

検
査
す
る
も
の
は
、
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
量
を
で
き
る
だ
け
細
か
く
し

て
、
検
査
当
日
の
午
前
８
時
３
０

分
か
ら
９
時
ま
で
に
申
込
み
窓
口

に
提
出
し
ま
す
。

日
本
共

産
党
の
金

子
卓
議
員

は
１
２
月

６
日
、
放

射
線
測
定

機
を
借
り

て
試
験
的

に
自
宅
の
空
間
放
射
線
量
を
は
か
っ

て
み
ま
し
た
。
地
上
高
１
メ
ー
ト

ル
と
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
測
定
器
を
置
け
る
よ
う
な
測
定

台
（
写
真
）
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
測
定
結
果
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
誰
で
も
簡
単
に
は
か
れ
ま

す
の
で
、
試
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

☆金子すぐる議員のホームページ

http://www.jcp-net.jp/kaneko-s/

日本共産党 検索

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
、
堀
江

鶴
治
の
両
議
員
は
１
１
月
２
２
日
、

市
長
と
懇
談
し
て
「
震
災
復
旧
、
被

災
者
支
援
等
に
関
す
る
要
請
書
（
第

１
１
次
）
」
を
提
出
し
、
そ
の
回
答
を

聞
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
民
の
強

い
要
求
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
、
事

前
に
要
請
書
を
出
し
、
回
答
を
聞

く
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。
政
策

審
議
監
が
同
席
し
ま
し
た
。

要
請
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

１
、
市
の
放
射
線
測
定
器
の
市
民
へ

の
貸
出
し
、
ま
た
、
測
定
を
希
望

す
る
方
に
応
じ
る
対
応
。

２
、
発
注
し
て
い
る
放
射
性
物
質
測

定
器
の
運
用
方
法
と
市
民
へ
の
早

い
周
知
。

３
、
学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
検

査
の
実
施
。

４
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
方
の

「
雑
損
控
除
」
の
相
談
窓
口
と
市

民
へ
の
周
知
。

５
、
被
災
住
宅
へ
の
修
繕
費
助
成
。

６
、
原
発
事
故
の
放
射
能
対
策
諸

経
費
の
東
京
電
力
へ
の
請
求
。

＜場所＞ 岩崎２７２－４（金子議員自宅）

地上高１ｍ 地上高５ｃｍ

○居宅内居間 ０．０８３μＳｖ／ｈ ０．０８２μＳｖ／ｈ

○敷地内樹木下 ０．１３３μＳｖ／ｈ ０．１５２μＳｖ／ｈ

○敷地内駐車場 ０．１２４μＳｖ／ｈ ０．１３０μＳｖ／ｈ

１２月６日測定

単位：マイクロシーベルト／時間
貸出しの測定器は２種類。写真は堀場製（７×１２cm、２００ｇ）
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日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は

第
３
回
定
例
議
会
（
９
月
議
会
）

の
一
般
質
問
で
、
大
震
災
の
被
災

者
を
十
分
に
把
握
し
、
国
・
県
の
災

害
支
援
制
度
、
市
の
災
害
支
援
制

度
、
税
金
・
料
金
な
ど
の
減
免
等
々
、

被
災
者
の
申
請
待
ち
で
な
く
、
市

行
政
と
し
て
積
極
的
な
・
総
合
的

な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
、
各
種
の
支
援
制

度
の
対
象
者
数
と
支
援
を
お
こ
な
っ

た
人
数
を
具
体
的
に
質
問
し
ま
し

た
。
こ
の
質
問
に
は
、
保
健
福
祉

部
長
と
市
民
部
長
が
答
え
ま
し
た
。

答
弁
を
も
と
に
ま
と
め
た
の
が
左

表
（
８
月
末
現
在
）
で
す
。

金
子
議
員
は
、
ま
だ
支
援
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
方
に
、
市
行
政

と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
応

支 援 制 度 名 対 象 者 数 支給者数・申請者数 （ 割 合 ）

被災者生活再建支援金

全壊

大規模半壊

解体が必要な半壊

１０件

８件

不明

（解体の判断がある）

１０件

５件

２件

100％

６２．５％

ー

災害見舞金（県・半壊）
不明

（解体の判断がある）
４１件 ー

市独自の見舞金

全壊

大規模半壊

半壊

一部損壊

１０件

８件

６５件

不明

（２０万円という制限がある）

１０件

８件

６４件

１，３８３件

100％

100％

98.5%

ー

市民税 ９２名 ９１名 98.９%

固定資産税 ２２２名 １０９名 49.1%

国民健康保険税 ４５名 ４２名 93.3%

介護保険料 ８７名 ８７名 100％

後期高齢者医療保険料 ５４名 ５４名 100％

大
内
久
美
子
日
本
共
産
党
県

議
会
議
員
・
県
内
市
町
村
議
員
団

は
１
１
月
９
日
、
県
知
事
あ
て
に

東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故

の
被
災
者
を
支
援
し
、
く
ら
し
を

守
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
大
震

災
関
連
の
対
県
要
請
は
こ
れ
で
第

６
弾
（
今
回
は
３
７
項
目
）
。

第
６
次
の
要
請
に
は
金
子
議
員

も
参
加
し
ま
し
た
。

県関係各課（右側）から要請書の回答を

聞く党県議・市町村議＝１１月９日、県庁

金
子
議
員
は
、
震
災
で
被
害
を

受
け
た
方
の
所
得
税
・
住
民
税
を

軽
減
す
る
た
め
の
「
雑
損
控
除
」
の

周
知
を
丁
寧
に
お
こ
な
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
、
６
月
に
本
庁
と

各
総
合
支
所
で
実
施
さ
れ
た
太
田

税
務
署
の
相
談
会
に
は
、
合
計
で

３
１
５
人
が
訪
れ
た
が
、
多
く
の

方
は
相
談
だ
け
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
、

「
雑
損
控
除
」
の
周
知
徹
底
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

市
民
部
長
は
「
随
時
、
税
務
徴

収
課
で
相
談
を
受
け
て
い
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
「
来
年
の
申
告
時

に
窓
口
が
混
乱
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
申
告
す
る
市
民
の
た
め

に
も
、
申
告
を
受
け
る
担
当
職
員

の
た
め
に
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が

地
震
直
後
に
、
当
市
の
パ
ー
ク

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
・
ケ
ビ
ン
村
ケ
ビ
ン

に
３
月
１
７
日
い
わ
き
市
小
名
浜

か
ら
４
人
、
３
月
１
８
日
に
同
じ

く
８
人
、
花
立
自
然
公
園
の
簡
易

宿
泊
施
設
に
３
月
１
８
日
小
名
浜

か
ら
６
人
、
青
少
年
旅
行
村
宿
泊

施
設
に
３
月
１
８
日
い
わ
き
市
鹿

島
町
か
ら
４
人
、
同
日
い
わ
き
市

四
倉
町
か
ら
８
人
、
や
す
ら
ぎ
の

里
簡
易
宿
泊
所
に
双
葉
郡
富
岡
町

か
ら
９
人
の
方
々
が
避
難
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

よ
う
に
丁
寧
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

は
、
大
変
大
事
だ
と
思
う
。
具
体

的
に
何
が
で
き
る
の
か
、
こ
れ
か
ら

研
究
し
て
い
く
が
、
そ
う
い
う
姿

勢
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

す
る
の
か
再
質
問
を
し
、
常
陸
太

田
市
で
は
「
り
災
証
明
書
」
と
い
っ

し
ょ
に
申
請
書
を
同
封
す
る
な
ど

丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
る
と
の
例

を
示
し
、
申
請
待
ち
で
な
く
積
極

的
な
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
市
長
に
答
弁
を
求
め
ま
し

た
。市
長
は
、
申
請
主
義
は
崩
さ
な

い
が
、
常
陸
太
田
市
の
例
は
ま
っ

た
く
そ
の
通
り
な
の
で
、
市
民
に
対

し
て
配
慮
し
た
行
政
を
し
て
い
き

た
い
と
答
え
ま
し
た
。

で
き
る
よ
う
に
市
民
に
周
知
徹
底

し
て
、
申
告
の
準
備
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
市
長
に
答
弁
を
求
め

ま
し
た
。

市
長
は
答
え
ず
、
か
わ
り
に
副

市
長
が
「
金
子
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る

金
子
議
員
は
、
こ
れ
ら
は
市
の

施
設
だ
か
ら
把
握
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
震
災
直
後
、

当
市
に
避
難
し
て
き
た
が
把
握
さ

れ
て
い
な
か
た
方
は
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
市
が
、
避
難
者
受
け
入

れ
を
５
千
人
と
か
千
５
百
人
と
か

言
っ
て
い
る
時
に
、
こ
れ
ら
把
握
さ

れ
る
べ
き
方
々
に
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
た
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

市
民
部
長
は
、
パ
ー
ク
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
等
の
施
設
に
避
難
し
た
方

は
、
自
主
避
難
と
い
う
考
え
で
料

金
を
取
っ
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
が
、

金
子
議
員
は
、
今
か
ら
で
も
料
金

は
返
す
べ
き
だ
と
要
請
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
で
質
問
し
ま
し

た
が
、
時
間
切
れ
で
答
弁
が
さ

れ
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
４
月
、
お
お
み
や
コ
ミ

セ
ン
等
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
を
断
ら
れ
た
と
の
苦
情
が
相

次
い
で
寄
せ
ら
れ
、
金
子
議
員

は
第
３
回
定
例
議
会
の
一
般
質

問
で
再
度
「
市
の
公
の
施
設
へ
の

利
用
な
の
に
、
な
ぜ
制
限
を
し

た
の
か
と
」
質
問
し
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
「
利
用
の

範
囲
を
再
検
証
し
、
目
的
に
よ
り

利
用
で
き
る
場
合
と
利
用
で
き
な

い
場
合
を
明
確
に
し
た
」
と
い

う
よ
う
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
「
明
確
に
し
た

と
言
い
ま
す
が
、
趣
味
や
娯
楽

で
も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
事

な
こ
と
。
規
則
に
反
し
て
目
的

で
制
限
す
る
の
は
問
題
だ
」
と

反
論
し
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用

範
囲
の
問
題
を
、
金
子
議
員
は

１
２
月
議
会
の
一
般
質
問
で

再
び
取
り
あ
げ
ま
す
。


